
次世代を担う受精卵移植技術者11名を養成！

畜産技術部(畜産試験場)

平成20年12月8日

農林総合技術センター畜産技術部で11月11日から始まった家畜受精卵移植技術者の養

成講習会が、12月５日に終了しました。この講習会は、３～５年毎に開催されており、

本年度は、11名の受講がありました。

いずれの受講生も、11月から12月という気候的にも厳しい寒さの中、17日間の間に学

科48時間、実技76時間に及ぶ厳しい講習を真剣にこなし、12月５日に１人の脱落者もな

く終業試験を受けました。この間、昼休みの間も、受講生同士で講習内容の反復や畜産

経営に関する情報交換、合格後の受精卵移植に関する夢などを語り合っていました。

このような中で、全ての受講生が終業試験に合格できる技術と知識を身につけたもの

と確信しています。

合格後は、自己の経営のみならず一般農家での受精卵移植を実施していきますが、畜

産技術部では、今後も受精卵移植に関する不明な点や情報提供、技術の研鑽に応えるこ

ととしており、11名の受講生を送り出しました。

厳しい講義も何のその！ 寒風の吹く中で移植実技


